
項目
数 № 分野 重点目標 評価項目・取組状況 達成状況 改善方策 評価項目 実施方法 総合

1 宮川幼稚園

（１）教育課程の推進
（２）幼児期から小学
校期への円滑な接続
の推進
（３）地域と連携した豊
かな保育や子育て支
援

2 2 地域連携 3

〇地域の教育ボランティア
の方に継続して指導いた
だくと共に、新たな地域人
材を発掘し、地域の教育
力を教育過程に反映させ
た。〇浜町自治会や近隣
の施設との交流を図った。
浜町こども会に協力し、こ
どもフェスタを宮川幼稚園
にて開催いただいた。さら
に浜町自治会と協力し、
防災研修会や地域の見守
りに参加した。

A

〇新たな地域の教育
ボランティアの開拓を
図り、幅広い経験が
できるよう努める。
〇地域のイベントに
参加したり、園として
協力できることを模索
したりしながら、地域
との連携を深める。

○新たな出会いか
ら家庭では経験で
きない活動を行え
ている。子どもたち
が地域の中で大切
にされていることを
実感する場にも
なっている。
○コロナ禍で中止
していた交流を少
しずつ再開してい
る。地域のイベント
を園で開催し、地
域の子どもたちが
集う場となったこと
は大変意義深い。
今後も相互に協力
したい。

〇評議員会
及び学校関
係者評価委
員会を対面で
行った。
〇子どもたち
の様子を参観
いただく。
〇保護者アン
ケートを実
施、集約し保
護者へ結果を
周知してい
る。
〇生活発表
会・学校評価
アンケートの
結果や園だよ
り等を提示
し、評価を受
ける。

自然環境を豊
かに取り入れ
た保育やICT
を活用した保
育実践に成果
が感じられ
る。小学校や
地域と連携し
ながら、相互
に理解を深め
交流を推進し
ている。今後
も継続された
い。

教育課程

2 岩園幼稚園

（１）発達段階を考慮し
幼児が主体的に遊ぶ
環境について考える
（２）一人一人の幼児
が自己発揮できるた
めの指導の在り方に
ついて考える
（３）地域に開かれた
幼稚園づくりを進める

4 1
教育課程
指導

1

○幼児の発達や遊
び、興味・関心に応じ
た遊具、用具、素材
等を準備する。
○幼児が必要と感じ
た時にタイミングよく
遊具、用具、素材等
を準備する。
○幼児が心をときめ
かせて遊びに向かう
環境作りをする。

A

週に１度、幼児の姿を
振り返り、幼児の興味
関心にそった遊びが
できるように環境構成
について話し合ってき
た。幼児の興味に合
わせた保育準備をし
たことで遊びが深まっ
た。また、大学から講
師を招き、保育につ
いて助言をいただい
た。

○幼児の興
味に沿って環
境を見直し、
用意している
ところが素晴
らしい。
○幼児の意
欲を育ててい
こうとしている
ことが伝わっ
てくる。

○岩幼だより
やクラスだよ
り、実践報告
などからも幼
児の様子を伝
えることで、園
生活がよくわ
かった。
○保護者の
意見を聞く機
会としていい
のではない
か。

重点目標に対
しての取組は
適切になさ
れ，次年度に
向けての改善
方策も考えら
れている。

保護者・地域
住民との連
携
子育て支援

3 小槌幼稚園

（１）心豊かに感じ、共
に育ち合う幼児を育む
ための教育の推進
（２）一人一人に寄り
添った教育の推進
（３）幼稚園や地域の
特性を生かした子育
て支援の実施

2 2
子育て支
援

3

○毎日のブログや園だより、
写真の掲示等を通して、幼稚
園教育の内容の発信に努め
た・保護者会では、参観日で
の子どもの様子から、「こころ
わくわくシート」用いて、成長
や育ちつつある姿を保護者同
士が共有できるようにした。
○週1回の園庭解放では、未
就園児が園で遊び、保護者
同士や園とのつながりがもて
るように努めた。また子育て
サークルの活動日や子育て
ひろばと日を重ねて、園児と
一緒に触れ合って遊ぶ場や
サッカー教室や木育活動等、
園に来て遊びを一緒に楽しめ
るような場づくりに努めた。

B

○幼稚園教育を分か
りやすく発信する工夫
をし、園と家庭とが連
携がとれるように努め
ていく。
○今後も地域の未就
園児とその保護者が
幼稚園を身近に感
じ、親しみが持てるよ
うに、園の行事と重ね
参加を呼び掛けるな
ど、発信をしていく。

地域に開かれ
た幼稚園とし
て、他の就学
前施設と連携
したり未就園
児も園の行事
に参加できた
りするような
保育を行い、
カリキュラム
を工夫してい
る。今後も特
色ある園づく
りを続けてほ
しい。

○教育評価に
関する保護者
アンケートを
実施、集約
し、保護者に
周知した。
○重点目標に
対しての取り
組みは適切に
なされてい
る。

保護者の教
育評価は具
体的に丁寧に
実施されてお
り、園におけ
る教育活動の
取り組みは良
好である。今
後も、家庭や
地域との連携
を大切にし、
園の特徴を活
かしながら、
教育活動や
内容を考え、
工夫していく
ことを期待す
る。

教育課程

令和５年度　学校評価　幼稚園結果

№ 幼稚園名 今年度重点目標

学校自己評価結果 学校関係者評価
表示以外の
評価「分野」

令和６年３月末　学校教育課まとめ
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4 西山幼稚園

（１）響き合う仲間を育
むための教育の推進
（２）幼児の育ちと学び
をつなげる幼小接続
の研究
（３）子育て支援活動
の充実

2 1 教育課程 1・2

〇響き合う仲間を育む
ための教育の推進
・友達同士で思いを伸
び伸びと出し合い、共
感しながら遊び、互い
に認め合えるような保
育を進めてきた。行事
でも友達と相談し協力
する中で、個々が充実
感や達成感を味わえる
経験になるように進め
てきた。
・異年齢のペアで様々
な活動をする中で、互
いの思いやりや憧れ、
個々の成長に繋がっ
た。
〇地域との連携
・小・中学校の様々な行
事に参加したり、児童・
生徒との交流をする中
で、人と親しむ楽しさや
憧れの気持ちをもった。
城山登山やだんじり見
学を通して、自分の住
む地域を好きになる
きっかけとなった。

B

○一人一人の内面理
解を深め、友達と協
力し、認め合い、響き
合うことのできる経験
を工夫していく。
○異年齢のペアの活
動が互いの成長に繋
がるよう計画を進め
ていく。
○幼小中での連携に
ついて、計画を進め、
教員の連携や研究を
深めていく。また、地
域の教育力について
見直し、さらなる連携
を深めていく。

○アンケートや
参観の様子か
ら、園児が成長
していることや、
保育のねらいや
内容が保護者に
伝わっているの
がよい。
○地域との連携
は公立幼稚園の
強みであり、園
児の経験に繋が
るので、小学校
や中学校と連携
したり、地域の行
事に積極的に参
加したりしている
ことがよい。これ
からも引き続き、
地域と連携して
いくとよい。
○地域に顔見知
りが増える事で
の安心感や小中
生への憧れにも
繋がっている。

園の教育目
標、重点目標
から評価項目
を選び、保護
者対象の教
育評価アン
ケートと教職
員対象の自
己評価が適
切に実施され
ている。また、
回収率が１０
０％であるこ
とがよい。

教育活動の
取り組みや教
育評価は良
好である。今
後も、家庭や
小中、地域と
の連携に努
め、安心して
幼児が過ごせ
る幼稚園とな
るよう、教育
内容や子育て
支援の推進、
情報発信の
方法の画策を
期待する。

子育て支援

5 潮見幼稚園

（１）健やかな心と体の
育成
（２）環境を生かした園
経営
（３）開かれた幼稚園
づくり（子育て支援）

4 4 園経営 4

「さんさんひろば」「園
庭開放」自主グルー
プ「くれよん」「幼稚園
で遊ぼう会」を毎週実
施した。（週４回）
リトミック、英語で遊ぼ
うなどとコラボし、参
加者が増えた。子育
て相談を受けることも
ある。

A

今後も未就園児親子
の居場所作りをし、垣
根の低い、開かれた
幼稚園づくりを目指
す。子育て相談を受
けるなど、センター的
役割を果たす。

これからも子
育て支援に力
を入れ、ます
ます開かれた
幼稚園づくり
をしていって
ほしい。

○学校評議
員会を３回開
催し、教育の
取り組みを写
真や動画で紹
介し、意見を
いただく。
○日々の保
育内容や取り
組みをブログ
や園だよりで
発信してい
る。
○保護者アン
ケートの結果
を集約し、保
護者と評議員
に周知してい
る。職員アン
ケートの結果
は評議員に伝
えている。

幼稚園のある
べき姿を示し
ている。今大
事にしている
保育内容を、
これからも続
けてほしい。
保護者の評
価が高いだけ
でなく、職員
の自己評価
が高いことが
素晴らしい。
自信をもって
仕事ができる
ことが大事。
外部にも発信
してほしい。

園経営


